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熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

夏の事故を予防しましょう！！
　
平
成
28
年
５
月
～
９
月
、
全
国
で
は
、
５
万
４
１
２
人
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
、

59
人
が
死
亡
、９
８
１
人
が
重
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
当
消
防
局
管
内
で
も
、１
１
４

人
が
救
急
搬
送
さ
れ
、
１
人
が
死
亡
、
４
人
が
重
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
熱
中
症
は
、
真
夏
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
梅
雨
明
け
の
時

期
に
も
起
こ
り
ま
す
。
今
か
ら
熱
中
症
に
つ
い
て
十
分
な
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は
？

　
気
温
や
湿
度
が
高
い
中
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分（
ナ
ト
リ

ウ
ム
な
ど
）の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働
か

な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど
い
と

き
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な
障
害
を
起

こ
す
症
状
の
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
日
は
熱
中
症
に
注
意
！

　
○
気
温
、
湿
度
が
高
い
　
○
風
が
弱
い
　
○
急
に
暑
く
な
っ
た
　
○
日
差
し
が
強
い

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
○ 

朝
食
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
○ 

室
温
が
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
○ 

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
○ 

外
出
の
際
は
日
傘
や
帽
子
を
利
用
し
、
通
気
性
の
良
い
衣
服
を

着
ま
し
ょ
う
。

　
○
無
理
を
せ
ず
適
度
に
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
○ 

汗
を
か
い
た
時
、
水
分
だ
け
で
な
く
、
塩
分
の
補
給
も
忘
れ
ず

に
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
を
疑
っ
た
時
の
応
急
手
当

　
○ 

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
○ 

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
、
扇
風
機
や
う
ち
わ
な
ど
で
風
を
あ
て
、
体
を
冷
や
し
て
く
だ

さ
い
。

　
○ 

首
の
周
り
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
つ
け
ね
な
ど
を
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○ 

飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
水
分
、
塩
分
を
少
し
ず
つ
数
回

に
分
け
て
補
給
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

　
○ 
自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ
た
り
、
脱
力
感
や
倦
怠
感
が

強
く
、
動
け
な
い
と
き

　
○ 
意
識
が
な
い
、
全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
な
ど
の
症
状

が
あ
る
と
き

消
防
局
救
急
課　
℡
２
２
２
‐
０
１
６
０

水の事故
熱中症



火事・救急・救助は119番 -2-

◦遊泳禁止区域では絶対に泳がない。（釣りの場合も立ち入り禁止区域を確認しておく。）
◦ひとりで水辺に遊びに行かない。
◦小さい子から目を離さない。（水辺に行く時は、常に大人も一緒に行動する。）
◦体調が優れない時や疲れている時、飲酒した時には泳がない。
◦�釣りなどでボートに乗る時は、ライフジャケットを着用する。子供が水遊びする時にも着用させておく。
◦気象の変化によく注意して、天候が悪化した時には水辺から離れる。

　海や河川、プールなどの水辺で起こる事故は、一般に水難事故とよばれています。
　毎年、この時期から夏にかけて、海水浴中に人が溺れたり、川遊びをしていた子供が流されたりといっ
た水難事故が全国で数多く発生し、尊い命が失われています。
　水難事故から身を守り、楽しく安全な夏を過ごしましょう。

　専門の訓練を受けていない人が
泳いで助けに行くのは非常に危険
な行為です。不用意に飛び込まず、
すぐに消防署に通報し、大きな声
で周囲に知らせましょう。協力者
が集まり、安全が確認できた場合
に限り、周囲の人と協力して長い棒を使ったり、少し
水の入ったペットボトルや浮き輪などにロープをつけ
て投げ込み、溺れている人を陸地に引き寄せて助け
ましょう。安全が確認できない場合には、事故現場
から目を離さずに、消防隊の到着を待ってください。

　溺れている場所、自分の体力、水温などによって
は、急いで泳いで
安全なところまで
行こうとすると危
険な場合がありま
す。パニックを起
こさずに、長く救
助を待つ方針に頭
を切り替えてくだ
さい。

屋内イベント【成人に対する救命講習】
開催日時　平成29年９月８日（金）　午前10時～正午
開催場所　川越地区消防局３階講堂（川越市神明町48番地４）
講習内容　胸骨圧迫と人工呼吸、ＡＥＤ使用方法などの応急手当
対　　象　�川越市、川島町に在住、在勤、在学する概ね中学生以上（再講習可）
定員・費用　先着30人・無料　
申込開始日　�８月23日（水）の午前10時から電話にて受け付けます。ただ

し、受付日以降は土、日、祝日を除く午前９時～午後５時です。

屋外イベント【ＡＥＤ訓練】※屋外イベントは荒天時は中止となります。
開催日時　平成29年９月９日（土）　午前10時～午後１時
開催場所　ウェスタ川越（川越市新宿町１丁目17番地17）
実施内容　�心肺蘇生法の体験・ＡＥＤの取扱い訓練・消防音楽隊によ

る演奏会

消防局救急課　℡２２２ ‐ ０１６０

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
ま
た
、
９
月
９
日

を
含
む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、全
国
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
消
防
局
で
は
、
救
急

フ
ェ
ア
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
当
消
防
局
で
は
、
平
成
29
年
３
月

31
日
、「
オ
ハ
ナ
　
ケ
ア
タ
ク
シ
ー
」

を
患
者
等
搬
送
事
業
者
と
し
て
認
定

し
ま
し
た
。 救

急
フ
ェ
ア
の
開
催
に
つ
い
て

患
者
等
搬
送
事
業
者
に
認
定
し
ま
し
た

水難事故を防止するポイント

溺れている人を発見した時は？ もし自分が水に落ちた（溺れた）ら？

　とっさの事態に対応するためには、水辺に出かけるときに「もしかしたら自分を含
めた誰かが水難事故に遭うかもしれない。」と意識しておくことが大切です。ひとり
ひとりが注意を払い、水難事故を防止して夏のレジャーを楽しみましょう。

～ 海や川での事故にご注意を！～

う い て ま て

( 浮いて 待て )



火事・救急・救助は119番-3-

～人命を守り被害を最小限に抑えるために、【知って・使える】消防設備～

おしえて！消防設備のこと②

① フタを開け、はしごを降ろす場所（下）に人がいないか確認します。
② はしごのロックを外して、はしごを降ろします。
③ はしごが下まで降りたことを確認して、階下に降ります。
※  普段から、避難はしごの上や、はしごを降ろす場所に 

物を置かないようにしましょう。

『避難はしご』を使用する時は、
３つの手順で行います。

○
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と
開
か
れ

た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
請
求
・
申
出
に
対
し
、
組

合
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る
「
情
報
公
開
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
、
公
正
で
信

頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組
合
が
保
有
す
る

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
、
個
人

情
報
の
開
示
・
訂
正
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る

「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

消
防
局
総
務
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）
実施機関 全部公開 部分公開 非 公 開 取り下げ 合　　計
議　　　会 0 0 0 0 0
管　理　者 3 3 0 0 6
消　防　長 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
監 査 委 員 0 0 0 0 0
合　　　計 3 3 0 0 6

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）
実施機関 全部開示 部分開示 不 開 示 取り下げ 合　　計
議　　　会 0 0 0 0 0
管　理　者 2 3 0 0 5
消　防　長 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
監 査 委 員 0 0 0 0 0
合　　　計 2 3 0 0 5
※訂正などの請求は、ありませんでした。

　火災が発生した時、人命を守り、被害を最小限に抑えるために活用する設備を「消防設備」といいます。
消防設備は、建物の居住者などが使う設備と、消防隊が使う設備に分かれていて、主な設備は次のとおりです。

建物の居住者や従業員
の方などが使う設備

消火設備 消火器・屋内消火栓設備・スプリンクラー設備など

警報設備 自動火災報知設備・非常ベル・非常放送設備など

避難設備 すべり台・避難はしご・緩降機・誘導灯など

消防隊が使う設備 連結送水管・連結散水設備・排煙設備・非常用コンセント設備など

　マンションなどで火災が発生し、避難する時には階段を利用することが一番安全ですが、階段が使えな
いという万が一の時のために、建物には「避難用の設備」が設置されています（注）。
　今回は、マンションなどに設置されていることが多い「避難はしご」の使用方法を説明します。

（注）消防法により全ての建物に設置はされていません。皆さんが利用している建物に設置してあるか確認してみましょう。

平
成
28
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

消防局予防課　℡２２２ ‐ ０７４４



火事・救急・救助は119番　災害情報テレフォンサービス ℡0180-994-310　＊かけまちがいにご注意ください。
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虹色通信　～消防署の施設を見学に来ませんか～
　消防署では、消防施設の見学を受け入れています。
　グループでの見学、親子での見学、おひとりでの見学など自
由です。
　グループで見学を希望される方は、事前に消防署へ連絡いただければ、放水
体験や防火服体験、消防職員による訓練も見学可能です。詳しいことは消防署、
分署へお問い合わせください。また、組合のホームページには「消防署施設見学
のしおり」を掲載しています。各消防署・各分署の施設の特性や保有車両等を写
真付きで掲載していますので、見学施設を選ぶ参考にしてください。
川越北消防署消防課　℡226-7290

○平成29年第１回定例会（平成29年３月28日開会）
議案議決結果一覧表
議 案 番 号 議　案　名 議決結果

議案第１号 川越地区消防組合消防本部及び消防署の設置に関す
る条例の一部を改正する条例を定めることについて 原案可決

議案第２号 川越地区消防組合個人情報保護条例の一部を改正す
る条例を定めることについて 原案可決

議案第３号 平成28年度川越地区消防組合一般会計補正予算（第1号） 原案可決
議案第４号 平成29年度川越地区消防組合一般会計予算 原案可決

同意第１号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
（大野英夫氏） 同　　意

同意第２号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
（中島美砂子氏） 同　　意

○平成29年第２回臨時会（平成29年５月23日開会）
議案議決結果一覧表
議 案 番 号 議　案　名 議決結果

消防庁舎及び訓練施設等に関することについて ※調査決定
選任第１号 消防庁舎及び訓練施設等に関する特別委員会委員の選任について 選　　任

同意第３号 監査委員の選任につき同意を求めることについて
（片野広隆氏） 同　　意

※消防庁舎及び訓練施設等に関する特別委員会を設置し、調査することに決定
　した。　

� 平成29年６月現在
議　長　小林　薫
副議長　髙橋　剛
議席 氏　名 選出議会
１ 菊地　敏昭 川島町
２ 飯野　徹也 川島町
３ 小峯　松治 川島町
４ 小林　　薫 川越市
５ 吉野　郁惠 川越市
６ 明ヶ戸亮太 川越市
７ 柿田　有一 川越市
８ 髙橋　　剛 川越市
９ 関口　　勇 川越市
10 吉田　光雄 川越市
11 小野澤康弘 川越市
12 小ノ澤哲也 川越市
13 片野　広隆 川越市

川越地区消防組合議会が開催されました。 組合議員名簿

ポジタイプ ネガタイプ

＊比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

平成29年度予算　　　　5,313,398,000円� 消防局総務課�TEL222-0741　

歳入

歳出

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金））� 4,972,309,000 円（93.6％）
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）� 3,830,000 円（��0.1％）
財産収入（基金運用の利子等）� 1,006,000 円（��0.0％）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）� 50,000,000 円（��0.9％）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）� 32,053,000 円（��0.6％）
組合債（金融機関等からの借入金）� 254,200,000 円（��4.8％）
歳入合計� 5,313,398,000 円（100％）　 

議会費（議員報酬等の議会運営費）� 7,388,000 円（��0.1％）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）� 5,237,000 円（��0.1％）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）� 4,960,259,000 円（93.4％）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）� 336,014,000 円（��6.3％）
予備費（予見することのできない歳出予算の不足に備えて計上される費用）� 4,500,000 円（��0.1％）
歳出合計� 5,313,398,000 円（100％）　 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
水
難
救
助
訓
練
施
設
の
提
供
に
対
し
、
消
防
局

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
水
難
救
助
技
術
の
向
上
に
貢
献

　
・
川
越
市
立
鯨
井
中
学
校

　
・
川
越
公
園
管
理
事
務
所（
川
越
水
上
公
園
）

消
防
局
総
務
課　
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　平成29年第２回臨時会で、小林薫議
員が議長に、髙橋剛議員が副議長に当
選しました。


